
 

 福知山市告示第１０４号 

 

 

 

地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第４０条の２第１項後段の規

定に基づき、令和２年１０月１日から令和３年３月３１日までの期間における

病院事業の業務状況を次のとおり公表します。 

 

 

  令和３年６月１日 

 

 

 

 

                      福知山市長  大 橋 一 夫 

 

 

 

 



1 事業の概況

2 経理の状況

（単位　円）

金 額 備 考

1 医 業 収 益 6,868,105,069  入院収益、外来収益、他会計負担金、その他医業収益

2 医 業 外 収 益 1,366,697,555  受取利息、他会計負担金、補助金､院内保育所収益、長期前受金戻入、その他医業外収益

3 看護学校収益 69,741,143  入学金収益、授業料収益、受験手数料収益、他会計負担金､補助金、その他看護学校収益

4 訪問看護収益 15,339,503  訪問看護収益、居宅介護支援収益

5 特 別 利 益 239,920,825  その他特別利益

8,559,804,095 

（単位　円）

金 額 備 考

1 医 業 費 用 7,640,754,458  給与費、材料費、経費、減価償却費、資産減耗費、研究研修費

2 医 業 外 費 用 671,517,655  支払利息、院内保育所費、長期前払消費税償却、雑支出

3 看護学校費用 50,063,067  給与費、経費、減価償却費、資産減耗費

4 訪問看護費用 23,197,718  給与費、経費

5 特 別 損 失 291,741,987  過年度損益修正損、その他特別損失

8,677,274,885 合 計

収 益

科 目

合 計

費 用

科 目

令和２年度  下半期福知山市病院事業収支計算書

市立福知山市民病院の当期末の延べ患者数は、入院は 57,969人（一日平均 318.5人）と

なり前年度同期に比し 1,275人（一日平均 8.7人）の増加、外来は 116,028人（一日平均

958.9人）となり前年度同期に比し 1,729人の増加（一日平均では 1.6人の減少）となりまし

た。

施設・設備につきましては、外来患者数の増加による駐車場不足を解消するため進めてい

た外来駐車場の整備が完了しました。また、放射線科のRI（核医学）検査装置、X線透視診断

装置や眼科の超広角眼底撮影システム等医療機器の整備・更新を実施しました。さらに、新

型コロナウイルス感染症対策に万全を期すため、国の支援制度等を活用し感染拡大防止対策

を講じたほか、検査機器や治療機器等を購入しました。

収支につきましては、前年度同期に比し、入院、外来ともに診療単価が伸び診療収入が増

加したものの、給与費、材料費や経費等の支出の増加により、当期は 127,020,797円の純損

失となりましたが、年間では 311,828,387円の当年度純利益を計上しました。

大江分院の当期末の延べ患者数は、入院は 10,876人（一日平均 59.8人）となり前年度同

期に比し 33人（一日平均 0.1人）の減少、外来は 7,588人（一日平均 62.7人）となり前年

度同期に比し 13人（一日平均 1.2人）の減少となりました。

　施設・設備につきましては、遠隔医療関連機器、公用車等の整備・更新を進めました。

収支につきましては、患者数の減少により診療収入が伸び悩みましたが、新型コロナウイ

ルス感染症関連の支援金を受けたこと等により当期は 9,550,007円の純利益となり、年間で

は 51,857,825円の純利益を計上しました。

福 知 山 市 病 院 事 業 業 務 状 況 報 告 書

（令和２年１０月１日～令和３年３月３１日）

　この結果、病院事業全体では 363,686,212円の当年度純利益を計上しました。



（内　訳）　本院分

（単位　円）

金 額 備 考

1 医 業 収 益 6,560,241,069  入院収益、外来収益、他会計負担金、その他医業収益

2 医 業 外 収 益 1,243,033,363  受取利息、他会計負担金、補助金、院内保育所収益、長期前受金戻入、その他医業外収益

3 看護学校収益 69,741,143  入学金収益、授業料収益、受験手数料収益、他会計負担金、補助金、その他看護学校収益

4 特 別 利 益 233,430,174  その他特別利益

8,106,445,749 

（単位　円）

金 額 備 考

1 医 業 費 用 7,239,707,962  給与費､材料費､経費､減価償却費、資産減耗費、研究研修費

2 医 業 外 費 用 657,101,307  支払利息､院内保育所費､長期前払消費税償却､雑支出

3 看護学校費用 50,063,067  給与費、経費、減価償却費、資産減耗費

4 特 別 損 失 286,594,210  過年度損益修正損、その他特別損失

8,233,466,546 

（内　訳）　大江分院分

（単位　円）

金 額 備 考

1 医 業 収 益 307,864,000  入院収益、外来収益、その他医業収益

2 医 業 外 収 益 123,664,192  他会計負担金､補助金､長期前受金戻入、その他医業外収益

3 訪問看護収益 15,339,503  訪問看護収益、居宅介護支援収益

4 特 別 利 益 6,490,651  その他特別利益

453,358,346 

（単位　円）

金 額 備 考

1 医 業 費 用 401,046,496  給与費､材料費､経費､減価償却費、資産減耗費、研究研修費

2 医 業 外 費 用 14,416,348  支払利息､長期前払消費税償却､雑支出

3 訪問看護費用 23,197,718  給与費、経費

4 特 別 損 失 5,147,777  過年度損益修正損、その他特別損失

443,808,339 合 計

科 目

合 計

収 益

費 用

科 目

合 計

収 益

科 目

合 計

費 用

科 目



令和２年度  下半期福知山市病院事業貸借対照表

（単位　円）

金 額 金 額

1 有 形 固 定 資 産 16,077,114,455 1 企業債(固定負債） 7,745,721,541 

2 投資その他の資産 363,714,738 2 引 当 金 （ 〃 ） 634,982,388 

3 現 金 預 金 5,810,876,225 3 企業債(流動負債） 831,049,675 

4 未 収 金 2,361,537,840 4 未 払 金 1,057,625,848 

5 貯 蔵 品 32,525,338 5 未 払 費 用 8,854,900 

6 前 払 費 用 1,101,840 6 預 り 金 94,488,676 

7 その他流動資産 0 7 引当金(流動負債) 379,593,000 

8 貸倒引当金(△) 4,345,729 8 長 期 前 受 金 1,600,123,212 

9 自 己 資 本 金 5,008,343,092 

10 資 本 剰 余 金 7,380,195,999 

11 利 益 剰 余 金 19,017,166 

12 当 期 純 利 益 △ 117,470,790 

24,642,524,707 24,642,524,707 

（減価償却累計額　12,487,140,726 円） （長期前受金収益化累計額　3,727,923,777 円）

（内訳）本院分 （単位　円）

金 額 金 額

1 有 形 固 定 資 産 15,298,268,944 1 企業債(固定負債） 7,341,563,845 

2 投資その他の資産 338,965,784 2 引 当 金 （ 〃 ） 597,809,317 

3 現 金 預 金 5,566,945,411 3 企業債(流動負債） 798,227,580 

4 未 収 金 2,226,740,871 4 未 払 金 1,013,774,801 

5 貯 蔵 品 32,525,338 5 未 払 費 用 8,064,219 

6 前 払 費 用 1,086,000 6 預 り 金 94,482,866 

7 その他流動資産 0 7 引当金(流動負債) 348,213,000 

8 貸倒引当金(△) 4,345,729 8 長 期 前 受 金 1,320,271,317 

9 自 己 資 本 金 5,008,343,092 

10 資 本 剰 余 金 7,278,156,635 

11 欠 損 金（△） 221,699,256 

12 当 期 純 利 益 △ 127,020,797 

23,460,186,619 23,460,186,619 

（減価償却累計額　11,924,553,421 円） （長期前受金収益化累計額　3,191,270,562 円）

借方科目 貸方科目

合計 合計

借方科目 貸方科目

合計 合計



（内訳）大江分院分 （単位　円）

金 額 金 額

1 有 形 固 定 資 産 778,845,511 1 企業債(固定負債） 404,157,696 

2 投資その他の資産 24,748,954 2 引 当 金 （ 〃 ） 37,173,071 

3 現 金 預 金 243,930,814 3 企業債(流動負債） 32,822,095 

4 未 収 金 134,796,969 4 未 払 金 43,851,047 

5 前 払 費 用 15,840 5 未 払 費 用 790,681 

6 その他流動資産 0 6 預 り 金 5,810 

7 引当金(流動負債) 31,380,000 

8 長 期 前 受 金 279,851,895 

9 自 己 資 本 金 0 

10 資 本 剰 余 金 102,039,364 

11 利 益 剰 余 金 240,716,422 

12 当 期 純 利 益 9,550,007 

1,182,338,088 1,182,338,088 

（減価償却累計額　562,587,305 円） （長期前受金収益化累計額　536,653,215 円）

借方科目 貸方科目

合計 合計



3 企  業  債

（本院分） （単位　円）

前期繰越高 当期増加高 当期減少高 当期末残高

政府企業債 平７年度 2,912,784 0 244,597 2,668,187 

〃 〃10 〃 335,933,495 0 18,152,874 317,780,621 

機構企業債 〃14 〃 433,368,185 0 19,327,059 414,041,126 

〃 〃15 〃 285,943,417 0 11,182,242 274,761,175 

〃 〃16 〃 301,556,015 0 10,611,112 290,944,903 

〃 〃 205,113,512 0 7,217,507 197,896,005 

政府企業債 〃 1,688,764,800 0 48,183,447 1,640,581,353 

機構企業債 〃17 〃 1,243,178,752 0 40,335,592 1,202,843,160 

政府企業債 〃 2,011,806,469 0 54,812,558 1,956,993,911 

機構企業債 〃18 〃 235,364,817 0 6,985,186 228,379,631 

政府企業債 〃 152,939,748 0 3,901,930 149,037,818 

〃 〃27 〃 33,834,121 0 33,834,121 0 

〃 〃28 〃 116,939,616 0 38,977,923 77,961,693 

〃 〃29 〃 28,752,156 0 5,749,856 23,002,300 

〃 〃 98,400,000 0 0 98,400,000 

〃 〃30 〃 162,000,000 0 0 162,000,000 

〃 〃 572,701,816 0 81,802,274 490,899,542 

〃 令元 〃 386,000,000 0 0 386,000,000 

〃 〃２〃 0 205,900,000 0 205,900,000 

銀行等企業債 〃 0 19,700,000 0 19,700,000 

8,295,509,703 225,600,000 381,318,278 8,139,791,425 

（大江分院分） （単位　円）

前期繰越高 当期増加高 当期減少高 当期末残高

政府企業債 平11年度 58,275,382 0 2,800,234 55,475,148 

〃 〃12 〃 601,958 0 601,958 0 

機構企業債 〃15 〃 2,327,447 0 91,018 2,236,429 

〃 〃16 〃 28,493,009 0 1,002,608 27,490,401 

〃 〃26 〃 19,356,879 0 996,051 18,360,828 

〃 〃 621,396 0 621,396 0 

〃 〃 175,743,979 0 8,326,994 167,416,985 

政府企業債 〃27 〃 763,835 0 763,835 0 

〃 〃 166,000,000 0 0 166,000,000 

452,183,885 0 15,204,094 436,979,791 

8,747,693,588 225,600,000 396,522,372 8,576,771,216 

大江分院分　小計

合計

区分

本院分　小計

区分



 

4 令和３年度 予算概要及び経営方針 

 

  令和３年度福知山市病院事業会計の予算総額は１６，７７７，４００千円で、対前年

度比 ３．４７％の増加となりました。収益的支出の内訳は、給与費 ４２．９％、材料

費２５．４％、経費 １８．９％、減価償却費 ７．６％、その他 ５．２％となっており

ます。資本的支出の内訳は、建設改良費 ５０．０％、企業債償還金 ５０．０％で、建

設改良費の内容は医療機器等の購入費及び自家発電設備等整備に係る設計業務となっ

ております。 

  市立福知山市民病院は、今後も地域の基幹的病院として、高度医療体制、救急医療体

制等の確立を目指して医療スタッフの充実、医療機器の整備を推進するとともに、事業

の合理化、効率化による経営改善を更に推進し、地域住民の医療ニーズに十分応える医

療サービスを提供してまいります。 
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